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スラグ系細骨材を使用したコンクリートのブリーディングが収縮ひずみに及ぼす影響 

 (その 2：自由収縮ひずみと大型試験体による検証) 
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1．はじめに 

本報(その 2)では，スラグ系細骨材を用いたコンクリートのブ

リーディングが自由収縮ひずみと大型試験体に及ぼす影響に

ついて実験的に検討を行った。 
 

2. 結果および考察 

2.1 自由収縮ひずみ 
φ100×200mm の自由収縮ひずみの測定結果を図-1 に示

す。砕砂を使用したコンクリート CS に対してスラグ系細骨材を

使用すると収縮ひずみの低減効果が得られている。このことか

ら，室内実験用試験体の大きさであれば，ブリーディング量の

影響よりもスラグ系細骨材の特性や混合率の影響を顕著に受

けていることが確認できる。 
また，図-1 よりいずれの調合においても乾燥期間 80 日まで

はフライアッシュを混入することにより収縮ひずみが増大してい

るが，乾燥期間 160 日程度ではフライアッシュを混合していな

いスラグ系細骨材混合率 100％および 50％の収縮ひずみとほ

ぼ同程度の値を示している。フライアッシュ混入による乾燥初

期における収縮ひずみの増加速度の違いが乾燥収縮ひび割

れなどに及ぼす影響については今後の課題としたい。 
2.2 大型試験体による検証 

図-2 に乾燥期間 160 日における自由収縮ひずみの測定結

果を，図-１に示すφ100×200mm 試験体の結果と同様にスラ

グ系細骨材を使用することで，大型試験体においても自由収

縮ひずみが低減する結果が得られている。高さ方向による自

由収縮ひずみの違いを検討するために，図-3 にブリーディン

グ量と図-2に示した高さ方向の収縮ひずみの変動係数の関係

を示す。FNS 大型試験体を除き，ブリーディング量 0.5cm3/cm2

以下においては，変動係数は 3〜5％程度であり，フライアッシ

ュの混入による変動係数の差は見られず，ブリーディング量の

影響は顕著には現れていない。一方，FNS を用いた試験体を

見てみるとブリーディング量が小さい FNS80+20 試験体でも

12％，FNS100 試験体では 20％と高い変動係数であった。 
FNS100 試験体の収縮ひずみの経時変化を図-4 に示す。こ

れによると，FNS100 試験体の高さ 720mm では乾燥期間 10 日

程度から収縮ひずみの値が大きくなっており，乾燥期間 50 日

程度で急激に収縮ひずみが小さくなりその後，材齢に伴うひず

みの変化がほとんど生じていない。打設終了後の FNS100 大

型試験体の上面の写真を写真-1 に示す。これによると，試験

体上面からのブリーディングが認められ，打設直後から沈下し

ていることが確認でき，FNS100 大型試験体の打設面に近い箇

所においては，自由収縮ひずみがブリーディング量の影響を

受けている可能性が考えられ，スラグ系細骨材を用いたコンク
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図-1 自由収縮ひずみの測定結果（φ100×200mm） 

 

 
図-2 大型試験体の自由収縮ひずみ(乾燥期間 160 日) 

 

 
図-3 ブリーディング量と高さ方向の収縮ひずみ変動係数の関係 
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リートの使用においては，ブリーディングを 0.5cm3/cm2 以上に

ならないように制御する必要性が示唆された。さらに写真-2 で

は BFS100 および BFS80-20 の大型試験体の外観を示す。こ

れによるとブリーディング量の多い BFS100 は表層に水みち 1)

が見られる。この表層の違いが耐久性能に及ぼす影響につい

て検討が必要になるものと考えられる。また，スラグ系細骨材の

使用においては，美観上の観点からも許容するブリーディング

量を小さくすることも必要になるものと思われる。 
図-5 に材齢 170 日における透気係数の測定結果を示す。

透気係数は，いずれも試験体上部の値が大きくなっている。ま

た，ばらつきはあるが，フライアッシュを用いた試験体の値が小

さい傾向にある。 
図-6 に材齢 170 日における比抵抗の測定結果を示す。比

抵抗値は，フライアッシュを使用したコンクリートの試験体下部

から 450mm の箇所で比抵抗値が小さくなっている。また，フラ

イアッシュを使用した試験体の比抵抗値が大きい傾向にある。 
既往の研究 2)によれば，断面内で型枠界面のブリーディン

グが少ない領域，界面近傍のブリーディングが多い領域，中央

部の平均的な領域の 3 つに分かれるとされている。そのため，

表層を評価する試験においてはブリーディングの影響をより顕

著に受けるが，本測定期間内(160 日)では収縮ひずみがブリ

ーディン量の影響を受けていないことが確認できた。 
 

3. まとめ 
本稿ではスラグ系細骨材を用いたコンクリートのブリーディン

グが収縮ひずみに及ぼす影響について大型試験体を用いて

実験的検討を行った。その結果，本実験の測定範囲内では，

ブリーディング量が 0.5cm3/cm2 以下であれば大型試験体にお

いても収縮ひずみに及ぼす影響は見られなかった。一方で，

ブリーディング量が過多であった FNS100 の大型試験体では，

打設面付近の収縮ひずみが大きくなっており，ブリーディング

量を制御する重要性が確認できた。 
透気係数では，試験体下部が小さくなっており，フライアッシ

ュを使用した試験体が小さくなっている。このことにより試験体

下部とフライアッシュ使用の試験体は，組織が緻密になってい

ると考えられる。透気性試験においては，ブリーディングの影響

が見られた。 
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図-4 FNS100 大型試験体の自由収縮ひずみの経時変化 

 

   

写真-1 打設終了後（FNS100） 写真-2 BFS 大型試験体の外観 

           （左：BFS80-20 右：BFS100） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 大型試験体の透気係数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-6 大型試験体の比抵抗 

 

0

50

100

150

200

250

300

0 20 40 60 80 100 120 140 160

自
由

収
縮

ひ
ず

み
(×

1
0

-
6
）

乾燥期間(日）

FNS-720
FNS-540
FNS-360
FNS-180

0

180

360

540

720

900

0.01 0.1 1 10

高
さ
（

m
m
）

透気係数(×10-16m2)

CS FNS100 FNS80-20
BFS100 BFS80-20 EFS50
EFS40-10

0

180

360

540

720

900

0 20 40 60 80 100 120

高
さ
（

m
m
）

比抵抗(kΩ・cm)

CS FNS100 FNS80-20
BFS100 BFS80-20 EFS50
EFS40-10


	1．はじめに
	2.　結果および考察
	謝辞
	参考文献

